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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) コミュニケーション上級英語 1 自由選択 ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅱ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅲ（注5） 1 ○

ベーシック外国語Ⅳ（注5） 1 ○

(0) インテンシブ外国語Ｉ 1 自由選択 ○

(0) インテンシブ外国語Ⅱ 1 自由選択 ○

(0) 海外語学演習 1 自由選択



学 部 履 修 基 準 

 

第 四 類（生涯活動教育系） 

○ 音 楽 文 化 系 コ ー ス（音楽文化教育プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 
 

養 
 

教 
 

育 

平  和  科  目  ２ 

３６ 

大学教育基礎科目 
大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ４ 

初修外国語  ４ 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  ２ 

社会連携科目  （０） 

基  盤  科  目  （０） 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専
門
教
育 

専 門 基 礎 科 目 ３２ 

９２ 

専 門 科 目 ２９ 

専 門 選 択 科 目 
２５ 

自 由 選 択 科 目 

卒 業 研 究  ６ 

合       計 １２８ 

＜履修上の注意＞ 

  専門教育科目のうち『自由選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２５単

位まで認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専 門 教 育 科 目 履 修 基 準 

第四類 音楽文化系コース（音楽文化教育プログラム） 

  開設単位数欄の○印数字は必修 
     履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

生涯活動教育論 ②       ○           類共通科目 

音楽教育学概論 ②     ○           教科の指導法（音楽）   
音楽文化（音楽科）カリキュラムデザイン論 ②     ○            〃   

西洋音楽史 ②     ○         音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音楽史
（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）  

声楽基礎研究Ⅰ ② ○        声楽（合唱及び日本の伝統的
な歌唱を含む。）  

声楽基礎研究Ⅱ ②  ○        〃  

鍵盤楽器基礎研究Ⅰ ② ○        器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

鍵盤楽器基礎研究Ⅱ ②  ○        〃  

作曲基礎研究Ⅰ ② ○        音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音楽史
（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）  

作曲基礎研究Ⅱ ②  ○        〃  

合唱Ⅰ ①     ○           声楽（合唱及び日本の伝統的
な歌唱を含む。）  

合唱Ⅱ ①       ○          〃  

器楽基礎研究Ⅰ ② ○               器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

器楽基礎研究Ⅱ ②   ○              〃  
ソルフェージュⅠ ① ○               ソルフェージュ  

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅰ ①     ○           器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

コンサート・マネージメントⅠ ①        ○           
コンサート・マネージメントⅡ ①           ○         
音楽文化教育研究法 ②    ○       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

音楽文化教育史 ２           ○     大学が独自に設定する科目   
音楽科授業論 ２       ○         教科の指導法（音楽）   
音楽科実践論 ２         ○        〃   
音楽教育方法・評価論 ２         ○       〃 隔年開講 

音楽教育教材構成論 ２       ○          〃   

日本音楽概論 ２        ○      音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音楽史
（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）  

中等音楽科教育法（日本音楽・民族音楽） ２         ○        〃  

ソルフェージュⅡ １   ○             ソルフェージュ   

声楽１ １      ○           声楽（合唱及び日本の伝統的
な歌唱を含む。）  

声楽２ １        ○          〃  

声楽３ １          ○        〃  

声楽４ １            ○      〃  

声楽５ １       ○  〃  

声楽６ １               ○ 〃  
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単 
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門 
 

 

科 
 
 

目 

オペラ実習Ⅰ １     ○         声楽（合唱及び日本の伝統的
な歌唱を含む。）  

オペラ実習Ⅱ １       ○         〃  

オペラ実習Ⅲ １         ○        〃  

オペラ実習Ⅳ １           ○      〃  

オペラ実習Ⅴ １       ○   〃  

オペラ実習Ⅵ １        ○  〃  

合唱Ⅲ １         ○        〃  

合唱Ⅳ １           ○      〃  

合唱Ⅴ １       ○   〃  

合唱Ⅵ １        ○  〃  

ピアノ１ １   ○      器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

ピアノ２ １       ○          〃  

ピアノ３ １         ○        〃  

ピアノ４ １           ○      〃  

ピアノ５ １              ○    〃  

ピアノ６ １                ○  〃  

弦楽器１ １      ○            〃  

弦楽器２ １        ○          〃  

弦楽器３ １          ○        〃  

弦楽器４ １            ○      〃  

弦楽器５ １              ○   〃  

弦楽器６ １                ○ 〃  

作曲１ １     ○           
音楽理論・作曲法（編曲法を含む。）・音
楽史（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を
含む。） 

 

作曲２ １        ○          〃  

作曲３ １          ○        〃  

作曲４ １            ○      〃  

作曲５ １              ○    〃  

作曲６ １                ○  〃  

指揮法 １      ○          指揮法  

管弦打楽器Ⅰ １     ○           器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

管弦打楽器Ⅱ １       ○          〃  

管弦打楽器Ⅲ １         ○        〃  

管弦打楽器Ⅳ １           ○      〃  

管弦打楽器Ⅴ １             ○    〃  

管弦打楽器Ⅵ １               ○  〃  
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８
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専
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科
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アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅱ １       ○         器楽（合奏及び伴奏並びに和
楽器を含む。）  

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅲ １         ○        〃  

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅳ １           ○      〃  

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅴ １             ○    〃  

アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅵ １               ○  〃  

アンサンブルＢⅠ １     ○       〃  

アンサンブルＢⅡ １       ○          〃  

アンサンブルＢⅢ １         ○        〃  

アンサンブルＢⅣ １           ○      〃  

アンサンブルＢⅤ １             ○    〃  

アンサンブルＢⅥ １               ○  〃  

専 

門 

選 

択 

科 
目 

教職入門 ２   ○      
教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含
む。） 

 

教育の思想と原理 ２   ○      
教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ○    
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ○     

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との
連携及び学校安全への対応を含
む。） 

 

教育課程論 ２     ○    
教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメント
を含む。） 

 

道徳教育指導法 ２     ○    道徳の理論及び指導法  

特別活動指導法 ２    ○     特別活動の指導法  

教育方法・技術論及び情報活用教育論 ２    ○     
教育の方法及び技術、情報通
信技術を活用した教育の理
論及び方法 

 

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法，進路
指導及びキャリア教育の理
論及び方法 

 

教育相談 ２      ○   
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）  

総合的な学習の時間の指導法 １      ○   総合的な学習の時間の指導法  

特別支援教育 １     ○    
特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解  

中・高等学校教育実習入門 ２ ○        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    ○     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     ○    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      ○   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       ○  教育実習（高等学校本免用）   

教職実践演習（中・高） ２        ○ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   ○      大学が独自に設定する科目  

自由 

選択科目 

本コース，本学部他コース，特別科
目及び他学部等が開設する専門教育
科目（副専攻プログラム及び特定プ
ログラムを含む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥ 
                

    

 



中等学校とその教育に関する基礎的な知識の習得とその理解
中等学校とその教育に関する十分な知識が習得できており、それらの理解に
もとづいて中等学校やその教育の問題点と課題を指摘し、改善策を示すこと
ができる。

中等学校とその教育に関する知識が習得できており、それらにもとづいて中
等学校やその教育の問題点や課題を指摘することができる。

中等音楽系教育の理論と方法に関する基礎的な知識の習得とその
理解

中等音楽系教育の理論と方法に関する基礎的な知識を十分もっており、それ
らの理解を批判的に総合化することができる。

中等音楽系教育の理論と方法に関する基礎的な知識をもっており、それらの
理解を総合化することができる。

中等音楽系教育の理論と方法に関する基礎的な知識が身に付いている。

中等音楽系教育の教育内容に関する基礎的な知識
中等音楽系教育の教育内容に関する基礎的な知識をもっており、それらの理
解を批判的に総合化することができる。

中等音楽系教育の教育内容に関する基礎的な知識をもっており、それらの理
解を総合化することができる。

中等音楽系教育の教育内容に関する基礎的な知識が身に付いている。

中等音楽系教育に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討
という研究過程を経て論文作成までに必要とされる知的能力と技
能の習得

中等音楽系教育に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討という研究
過程を経て論文作成までに必要とされる十分な知的能力と技能を習得するこ
とができる。

中等音楽系教育に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討という研究
過程を経て論文作成までに必要とされる適切な知的能力と技能を習得するこ
とができる。

中等音楽系教育に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討という研究
過程を経て論文作成までに必要とされる知的能力と技能を習得することがで
きる。

音楽系内容領域に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討
という研究過程を経て論文作成までに必要とされる知的能力と技
能の習得

音楽系内容領域に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討という研究
過程を経て論文作成までに必要とされる十分な知的能力と技能を習得するこ
とができる。

音楽系内容領域に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討という研究
過程を経て論文作成までに必要とされる適切な知的能力と技能を習得するこ
とができる。

音楽系内容領域に関する課題設定から資料収集、分析・調査検討という研究
過程を経て論文作成までに必要とされる知的能力と技能を習得することがで
きる。

中等音楽系教育に関するカリキュラムをデザインする能力、教材
開発能力、学習指導案作成能力などの実践的能力の習得

中等音楽系教育に関するカリキュラムをデザインする能力、教材開発能力、
学習指導案作成能力などの実践的能力を総合的に習得することができる。

中等音楽系教育に関するカリキュラムをデザインする能力、教材開発能力、
学習指導案作成能力などの実践的能力を十分に習得することができる。

中等音楽系教育に関するカリキュラムをデザインする能力、教材開発能力、
学習指導案作成能力などの実践的能力を習得することができる。

研究・活動を企画・立案し、効果的に実行し、その成果を伝える
ことができる能力

研究・活動を企画・立案し、効果的に実行し、その成果を伝えることができ
る総合的な能力がある。

研究・活動を企画・立案し、効果的に実行し、その成果を伝えることができ
る十分な能力がある。

研究・活動を企画・立案し、効果的に実行し、その成果を伝えることができ
る能力がある。

教育実習や定期演奏会などによって育成される社会性・協調性
教育実習や定期演奏会などによって育成された適切な社会性・協調性が十分
にある。

教育実習や定期演奏会などによって育成された適切な社会性・協調性があ
る。

教育実習や定期演奏会などによって育成された社会性・協調性がある。

研究において必要とされるIT活用力
研究において必要とされるIT活用力が十分にあり、それを応用することがで
きる。

研究において必要とされるIT活用力が十分にある。 研究において必要とされるIT活用力がある。

生涯教育および音楽文化全般に関する基礎的な知識の習得とその
理解

生涯教育および音楽文化全般に関する基礎的な知識をもっており、それらの
理解を批判的に総合化することができる。

生涯教育および音楽文化全般に関する基礎的な知識をもっており、それらの
理解を総合化することができる。

生涯教育および音楽文化全般に関する基礎的な知識が身に付いている。

中等音楽系教育内容に関する基礎的能力から高度な専門能力まで
の技能、加えて実技系の科目を統合する横断的能力の習得

中等音楽系教育内容に関する基礎的能力から高度な専門能力までの技能、加
えて実技系の科目を統合する横断的能力を総合的に習得することができる。

中等音楽系教育内容に関する基礎的能力から高度な専門能力までの技能、加
えて実技系の科目を統合する横断的能力を十分に習得することができる。

中等音楽系教育内容に関する基礎的能力から高度な専門能力までの技能、加
えて実技系の科目を統合する横断的能力を習得することができる。

生涯教育および音楽文化全般に関する実技指導技能、企画・制作能力、およ
びプレゼンテーション能力などの実践的能力を総合的に習得することができ
る。

生涯教育および音楽文化全般に関する実技指導・企画・制作能力、およびプ
レゼンテーション能力などの実践的能力を習得することができる。



評価項目と授業科目との関係
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評価項
目中の
加重値

教養教育科目 平和科目 2 選択必修 1 100 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1 50 1 50 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1 100 1 100

教養教育科目 領域科目 8 選択必修 1,2,3,4 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 8 選択必修 1,2 50 1 50 1 100

教養教育科目 情報・ データ サ イエンス科目 4 選択必修 1,2 50 1 50 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 1,2 100 1 100

専門基礎科目 生涯活動教育論 2 必修 4 100 1 100

専門基礎科目 音楽教育学概論 2 必修 3 50 1 50 1 100

専門基礎科目 音楽文化（音楽科）カリキュラムデザイン論 2 必修 3 100 1 100

専門基礎科目 西洋音楽史 2 必修 4 50 1 50 1 100

専門基礎科目 声楽基礎研究Ⅰ 2 必修 1 100 1 100

専門基礎科目 声楽基礎研究Ⅱ 2 必修 2 100 2 100

専門基礎科目 鍵盤楽器基礎研究Ⅰ 2 必修 1 100 1 100

専門基礎科目 鍵盤楽器基礎研究Ⅱ 2 必修 2 100 2 100

専門基礎科目 作曲基礎研究Ⅰ 2 必修 1 100 1 100

専門基礎科目 作曲基礎研究Ⅱ 2 必修 2 50 1 50 1 100

専門基礎科目 合唱Ⅰ 1 必修 3 100 1 100

専門基礎科目 合唱Ⅱ 1 必修 4 100 1 100

専門基礎科目 器楽基礎研究Ⅰ 2 必修 1 50 1 50 1 100

専門基礎科目 器楽基礎研究Ⅱ 2 必修 2 50 2 50 2 100

専門基礎科目 ソルフェージュⅠ 1 必修 1 20 1 30 1 20 1 30 1 100

専門基礎科目 アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅰ 1 必修 3 100 1 100

専門基礎科目 コンサート・マネージメントⅠ 1 必修 5 100 1 100

専門基礎科目 コンサート・マネージメントⅡ 1 必修 6 100 2 100

専門基礎科目 音楽文化教育研究法 2 必修 4 50 1 40 1 10 1 100

専門科目 音楽文化教育史 2 選択 6 50 1 50 1 100

専門科目 音楽科授業論 2 選択 4 50 1 20 1 30 1 100

専門科目 音楽科実践論 2 選択 5 40 2 30 2 30 2 100

専門科目 音楽教育方法・評価論 2 選択 5 100 1 100

専門科目 音楽教育教材構成論 2 選択 4 100 1 100

専門科目 日本音楽概論 2 選択 5 50 1 50 1 100

専門科目 中等音楽科教育法（日本音楽・民族音楽） 2 選択 5 100 1 100

専門科目 ソルフェ ージ ュⅡ 1 選択 2 30 1 40 2 30 2 100

専門科目 声楽１ 1 選択 3 50 1 50 1 100

専門科目 声楽２ 1 選択 4 50 1 50 1 100

専門科目 声楽３ 1 選択 5 50 2 50 2 100

専門科目 声楽４ 1 選択 6 50 2 50 2 100

専門科目 声楽５ 1 選択 7 50 3 50 3 100

専門科目 声楽６ 1 選択 8 50 3 50 3 100

専門科目 オペラ実習Ⅰ 1 選択 3 100 1 100

専門科目 オペラ実習Ⅱ 1 選択 4 100 1 100

専門科目 オペラ実習Ⅲ 1 選択 5 100 2 100

専門科目 オペラ実習Ⅳ 1 選択 6 100 2 100

専門科目 オペラ実習Ⅴ 1 選択 7 100 3 100

科目中
の評価
項目の
総加重
値

能力・技能
(2)(3)(3) (1) (2)

知識・理解

別紙３

評　価　項　目
専門的な力

（3）(1) (2)
総合的な力

(1) (２ )(3)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期
(1)
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能力・技能
(2)(3)(3) (1) (2)

知識・理解
評　価　項　目

専門的な力
（3）(1) (2)

総合的な力
(1) (２ )(3)

科目区分 授業科目名 単位数
必修・

選択
区分

開設期
(1)

専門科目 オペラ実習Ⅵ 1 選択 8 100 3 100

専門科目 合唱Ⅲ 1 選択 5 50 2 50 2 100

専門科目 合唱Ⅳ 1 選択 6 50 2 50 2 100

専門科目 合唱Ⅴ 1 選択 7 50 3 50 3 100

専門科目 合唱Ⅵ 1 選択 8 50 3 50 3 100

専門科目 ピアノ１ 1 選択 3 100 1 100

専門科目 ピアノ２ 1 選択 4 100 1 100

専門科目 ピアノ３ 1 選択 5 100 2 100

専門科目 ピアノ４ 1 選択 6 100 2 100

専門科目 ピアノ５ 1 選択 7 100 3 100

専門科目 ピアノ６ 1 選択 8 100 3 100

専門科目 弦楽器１ 1 選択 3 50 1 50 1 100

専門科目 弦楽器２ 1 選択 4 50 1 50 1 100

専門科目 弦楽器３ 1 選択 5 50 2 50 2 100

専門科目 弦楽器４ 1 選択 6 50 2 50 2 100

専門科目 弦楽器５ 1 選択 7 50 3 50 3 100

専門科目 弦楽器６ 1 選択 8 50 3 50 3 100

専門科目 作曲１ 1 選択 3 50 1 50 1 100

専門科目 作曲２ 1 選択 4 50 1 50 1 100

専門科目 作曲３ 1 選択 5 50 2 50 2 100

専門科目 作曲４ 1 選択 6 50 2 50 2 100

専門科目 作曲５ 1 選択 7 50 3 50 3 100

専門科目 作曲６ 1 選択 8 50 3 50 3 100

専門科目 指揮法 1 選択 4 50 1 50 1 100

専門科目 管弦打楽器Ⅰ 1 選択 3 100 1 100

専門科目 管弦打楽器Ⅱ 1 選択 4 100 1 100

専門科目 管弦打楽器Ⅲ 1 選択 5 100 2 100

専門科目 管弦打楽器Ⅳ 1 選択 6 100 2 100

専門科目 管弦打楽器Ⅴ 1 選択 7 100 3 100

専門科目 管弦打楽器Ⅵ 1 選択 8 100 3 100

専門科目 アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅱ 1 選択 4 50 1 50 1 100

専門科目 アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅲ 1 選択 5 50 2 50 2 100

専門科目 アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅳ 1 選択 6 50 2 50 2 100

専門科目 アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅴ 1 選択 7 50 3 50 3 100

専門科目 アンサンブルＡ（管弦楽）Ⅵ 1 選択 8 50 3 50 3 100

専門科目 アンサンブルＢⅠ 1 選択 3 50 1 50 1 100

専門科目 アンサンブルＢⅡ 1 選択 4 50 1 50 1 100

専門科目 アンサンブルＢⅢ 1 選択 5 50 2 50 2 100

専門科目 アンサンブルＢⅣ 1 選択 6 50 2 50 2 100

専門科目 アンサンブルＢⅤ 1 選択 7 50 3 50 3 100

専門科目 アンサンブルＢⅥ 1 選択 8 50 3 50 3 100

卒業研究 卒業論文 6 必修 6 25 2 25 2 25 2 25 2 100



別紙４
音楽文化教育プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

平和科目（○）

大学教育入門（◎）

ソルフェージュⅠ（ ◎）

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 音楽文化教育史（ △）

ソルフェージュⅠ（ ◎） ソルフェージュⅡ（ △） 音楽教育学概論（ ◎）

外国語科目（○） 外国語科目（○） 音楽科授業論（△） 日本音楽概論（△）

西洋音楽史（◎） 音楽科実践論（△）

大学教育入門（◎） 音楽文化教育研究法（◎） 音楽文化教育史（ △） 卒業論文（◎）

教養ゼ ミ（◎）

音楽教育学概論（ ◎） 音楽文化教育研究法（◎） 音楽科実践論（△） 卒業論文（◎）

音楽科授業論（△）

情報・データ サイエンス 科目（◎○） 情報・ データサイ エン ス科目（ ○） 音楽文化（ 音楽科） カリ キ ュラ ムデ ザイン論（ ◎） 音楽教育教材構成論（△） 音楽科実践論（△）

音楽科授業論（△） 音楽教育方法・評価論（△）

３年 ４年

知
識

・
理
解

能
力

・
技
能

学習の成果

評価項目

１年 ２年

中等学校とその
教育に関する基
礎的な知識の習
得とその理解

中等音楽系教育
の理論と方法に
関する基礎的な
知識の習得とそ
の理解

中等音楽系教育
の教育内容に関
する基礎的な知
識

中等音楽系教育
に関する課題設
定から資料収集、
分析・調査検討と
いう研究過程を
経て論文作成ま
でに必要とされる
知的能力と技能
の習得

音楽系内容領域
に関する課題設
定から資料収集、
分析・調査検討と
いう研究過程を
経て論文作成ま
でに必要とされる
知的能力と技能
の習得

中等音楽系教育
に関するカリキュ
ラムを デザインす
る能力、教材開
発能力、学習指
導案作成能力な
ど の実践的能力
の習得



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

３年 ４年学習の成果

評価項目

１年 ２年

外国語科目（○） 外国語科目（○） 音楽文化教育研究法（◎）

コン サート・ マネ ージメン トⅠ（ ◎） コン サート・ マネ ージメン トⅡ（ ◎） 卒業論文（◎）

情報・データ サイエンス 科目（◎○） 情報・ データサイ エン ス科目（ ○） 卒業論文（◎）

ソルフェージュⅠ（ ◎） ソルフェージュⅡ（ △） 合唱Ⅰ（◎） 合唱Ⅱ（◎）
作曲基礎研究Ⅰ（ ◎） 作曲基礎研究Ⅱ（ ◎） アンサンブルＡⅠ（◎）

声楽基礎研究Ⅰ（ ◎） 声楽基礎研究Ⅱ（ ◎） 声楽１（△） 声楽２（△） 声楽３（△） 声楽４（△） 声楽５（△） 声楽６（△）
器楽基礎研究Ⅰ（ ◎） 器楽基礎研究Ⅱ（ ◎） 弦楽器１（△） 弦楽器２（△） 弦楽器３（△） 弦楽器４（△） 弦楽器５（△） 弦楽器６（△）
ソルフェージュⅠ（ ◎） ソルフェージュⅡ（ △） 作曲１（△） 作曲２（△） 作曲３（△） 作曲４（△） 作曲５（△） 作曲６（△）

作曲基礎研究Ⅱ（ ◎） 管弦打楽器Ⅰ（△） 管弦打楽器Ⅱ（△） 管弦打楽器Ⅲ（△） 管弦打楽器Ⅳ（△） 管弦打楽器Ⅴ（△） 管弦打楽器Ⅵ（△）
アン サン ブルＢ Ⅰ（ △） アンサンブルＡⅡ（△） 中等音楽科教育法（ 日本音楽・ 民族音楽） （ △） 合唱Ⅳ（△） アンサンブルＡⅤ（△） アンサンブルＡⅥ（△）

アン サン ブルＢ Ⅱ（ △） アンサンブルＡⅢ（△） アンサンブルＡⅣ（△） アン サン ブルＢ Ⅴ（ △） アン サン ブルＢ Ⅵ（ △）

指揮法（△） 合唱Ⅲ（△） アン サン ブルＢ Ⅳ（ △） 合唱Ⅴ（△） 合唱Ⅵ（△）
アン サン ブルＢ Ⅲ（ △）

健康ス ポーツ科目（○） 器楽基礎研究Ⅱ（ ◎） 声楽１（△） 声楽２（△） 声楽３（△） 声楽４（△） ピアノ５（△） ピアノ６（△）
器楽基礎研究Ⅰ（ ◎） 鍵盤楽器基礎研究Ⅱ（◎） ピアノ１（△） ピアノ２（△） ピアノ３（△） ピアノ４（△） 弦楽器５（△） 弦楽器６（△）

鍵盤楽器基礎研究Ⅰ（◎） 弦楽器１（△） 弦楽器２（△） 弦楽器３（△） 弦楽器４（△） 合唱Ⅴ（△） 合唱Ⅵ（△）
オペラ実習Ⅰ（△） 生涯活動教育論（ ◎） 合唱Ⅲ（△） 合唱Ⅳ（△） オペラ実習Ⅴ（△） オペラ実習Ⅵ（△）
アン サン ブルＢ Ⅰ（ △） オペラ実習Ⅱ（△） オペラ実習Ⅲ（△） オペラ実習Ⅳ（△） アンサンブルＡⅤ（△） アンサンブルＡⅥ（△）

作曲１（△） アンサンブルＡⅡ（△） 日本音楽概論（△） アンサンブルＡⅣ（△） アン サン ブルＢ Ⅴ（ △） アン サン ブルＢ Ⅵ（ △）

アン サン ブルＢ Ⅱ（ △） アンサンブルＡⅢ（△） アン サン ブルＢ Ⅳ（ △） 声楽５（△） 声楽６（△）
指揮法（△） アン サン ブルＢ Ⅲ（ △） 作曲４（△） 作曲５（△） 作曲６（△）
作曲２（△） 作曲３（△）
西洋音楽史（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

生涯教育および
音楽文化全般に
関する基礎的な
知識の習得とそ
の理解

中等音楽系教育
内容に関する基
礎的能力から高
度な専門能力ま
での技能、加えて
実技系の科目を
統合する横断的
能力の習得

生涯教育および
音楽文化全般に
関する実技指導
技能、企画・制作
能力、およびプ レ
ゼ ンテーション能
力など の実践的
能力の習得

専
門
的

な
力

研究・活動を 企
画・立案し、効果
的に実行し、その
成果を 伝えること
ができる能力

教育実習や定期
演奏会など によっ
て育成される社
会性・協調性

研究において必
要とされるIT活用
力

総
合
的

な
力



別紙５ 

音 楽 文 化 教 育 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

枝川 一也 教授 6830 Ｆ205 edagawak@ 

髙旗 健次 教授 6831 Ｆ206 kent-violin@ 

伊藤 真 准教授 6823 Ｆ301 itoshin@ 

徳永 崇 准教授 6827 Ｆ304 t-tokunaga@ 

大野内 愛 准教授 6828 F109 oonouchi@ 

某 未定 未定 未定 未定 

※E-mail アドレスは「@」のあとに、「hiroshima-u.ac.jp」を付けて送信してください。 
※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
 （霞：０８２－２５７－（内線番号４桁）） 
 （東千田：０８２－５４２－（内線番号４桁）） 
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